第4回　南寿の里　丘の家　カンファレンス議事録

平成25年7月25日（日）

場所：丘の家　職員室

時間：15：30～16：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載者：和田美代子
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· 欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事の無いようにしましょう。

【菊地　宏様の今後のケアについて】　　　　　※　藤田AOM 　戸賀沢Nｓ　出席

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

菊地　宏様　（82）　　病名　アルツハイマー型認知症

　　　　　　　　　　　介護度　3

　

H25　7/9　蜂窩織炎の為八戸市民病院へ入院

H25　7/20退院、南寿の里再入居。ADL低下、精神状態不安定。

＜現在の状況＞

　

· ベット上で臥床されているが、転落の可能性ある。

· 介助拒否ある。

· 食事は刻み食で対応、飲み込み悪く、溜め込みもある(お茶で流し込む状態)

· 水分摂取も拒否ある。

· 自力摂取できず、介助に対しても口を手で塞ぐ行為あり。

· 奥様の差し入れの甘いお菓子は食べるが口腔ケア困難（誤嚥性肺炎の危険性あり）

· 脱衣行為頻回、着せてもすぐに脱いでしまう。

· 意思疎通困難。（夜間は多少可能の時がある）

· オムツはずしあり。（ただれがある為、軟膏塗布）

· 便尿失禁

· 大声を出す、すすり泣く、独語頻回、不眠。

· 車椅子から急に立ち上がる為，転倒、転落の危険あり。

· 他に多動な方がいるので目が行き届かない。

＜現状の分析＞

精神状態～不穏解消するのにはどうしたら良いのか。不眠や独語、大声など。

　　　　　夜間せん妄の可能性も視野に入れ、その対応は…部屋を適度に明るくする。

　　　　　傍に寄り添い傾聴する。身体をさするなどし安心感を与える。

食事面　～食事、水分摂取量観察する。体重低下、脱水の可能性もある。

　　　　　ミキサー食や高カロリー食（カロリーメイト）家族の差し入れ

　　　　　嚥下機能低下エンシュアで対応できるか？

歩行～入院中身体拘束されていた為、しばらく歩いていないが車椅子から急に立ち上がる

　　　為、目が離せないので見守りをする。

清潔保持～オムツはずしの原因としてオムツかぶれが考えられる。陰部洗浄、保清に努め

　　　不快感をやわらげる。

菊地様はグループホームのレベルなのか？（ほぼ寝たきり状態）

　　　　　　　　↓

グループホームの役割とは…家事や日常生活を援助し、その人らしく生活する。

　　　　　　　　　↓

入居時のケアプランが必要。

　　　　　　　　　↓

試して評価する必要がある。

・対応しきれない場合は他施設へ促す事もある。

・職員で話し合い、意見や情報の共有はあるのか？

・サービス提供者として基準に沿ったサービスが出来ているのか。

・色々な情報があるとリスク管理ができる。

・　身体面ＡＤＬ低下、急変時対応等では、迅速に南山看護と情報を共有し連携を図り対処していく。
・身体状態悪化時などグループホーム対応が難しい場合は家族にきちんと実情を伝え他施設をして頂くなどの働きかけも必要である。
· サービス提供者としてグループホームの役割・基準など知識を深め、個別に対応したサービスを提供していく。

＜藤田AOMより＞

・職員が家族と一緒に受診付き添ってもよい。

・受診前には戸賀沢Nsにメールする。

・受診後もメールし情報を共有する（定期受診もメールする）。

・レベルの変化や夜間の対応が出来るようにしていきたい。　　　　　　　　　　　以上。













